






















四一六） は、元興元年 （四〇二） 七月、僧俗一二三名と共
に念仏結社を創始し、廬山般若台精舎の無量仏像前にて念仏三昧を修して西方往生を期 た
1。この念仏結社が後代「白蓮社」ある



















３。 「元中記」 によれば、 「蓮社図」 が完成し、
李沖元に贈られたのは元豊三年の年末。李公麟は当時三〇代初頭で、彼の画業でも比較的初期にあたる。










「蓮社図」制作の動機となっていると論じられ、また潘氏は、李公麟自身の仏教への深 信仰が「蓮社図」 中に表現されているという、それぞれ示唆に富んだ論を展開されている。しかしなが 公麟の「蓮社図」 制作には、他にも考察すべき背景が存在 ているように思われる。本論では、李公麟 「蓮社図」 を制作した動機を、文学的・図像的典拠、李公麟の事跡そして時代背景 手がかりとしながら考察していくことにしたい。二．
　「蓮社図」の現存作例







































品である台北故宮本、王季遷旧蔵本は、賦彩、人物造形ともに蘇州片の「清明上河図」 に近似している。②系統は、立軸と画巻、著色と白描 違いこそあれ、基本的に①系統と図様を共有している。③系統は、②系統と同じく画巻形式でありながら、土坡や岩には李郭派の特徴 雲頭皴を用い、また蟹爪樹が描かれるなど、白描主体で比較的古様な画風を指向する②系統とは表現が異なる。また、人物の衣紋線には、李公麟様の白描人物画を継承した南宋初期の画家・馬和之に由来する蘭葉描を用いているこ からも、 以降 形成された李公麟イメージの範疇で制作された作品であると見なすことができよう
13。③系統の現存作例は、いず




が記述する「蓮社図」 姿にもっとも近 する説を提示されている。潘氏は、 元中記 記述中、人物の位置関係を示す際に「上」「下」の字が多用されることに注目され、李公麟が制作した「蓮社図」は立軸形式であったと断じられる
15。このほかにも、 「元中記」
































りだいぶ下った北宋後期、陳舜兪『廬山記』 中の記事である。陳舜兪は王安石の青苗法に反対したために、煕寧五年 （一〇七二） 、南康軍 （現在の江西省九江市星子県周辺） の監税に謫官され、その際近くの廬山に遊び、かの地で見聞したことを記し、 『廬山記』としてまとめている。こ 『廬山記』 巻三には十八賢の伝記が掲載される。ただし、そこ も記されるよう 、すでにこれ以前にも東林寺には十八賢伝が伝世していた
23。






































となった。時人は文学館の学士となることを、東方渤海に という仙境・瀛州に行く とになぞらえ「登瀛州」 と呼んだという。　
影堂に描かれた十八賢の肖像は、十八学士像のイメージと重ね合










































































一のものと考えられる。この堂内には辟蛇童子像が軍持 （水瓶） を手にして慧遠のわきに侍って描 ていた。その様子は、童子と魁偉な容貌の男という違いこそあれ、 「蓮社図」中の捕蛇翁の姿 ほぼ重なるものである。　
以上のことから、 「蓮社図」 成立以前に、十八賢やその他の人物・
















も、義青の語録『投子義青禅師語録』 の序を著していることからもわかるとおり、李公麟とともに禅僧らと交流を持っていた。彼らが親交を持った禅僧たちは、若年のころに廬山で修行したも も多く、十八賢の故事も耳慣れないもの はなかったと推測され 。また、当時在野の隠逸であった李沖元を、十八賢になぞらえて賞賛するという意味合いもあった 考えられよう。
こうした間接的な理由のほかに、 「蓮社図」が制作された元豊三










州 （現在の安徽省潜山県） 天柱 の名刹で、のちに黄庭堅が自らの号を「山谷」とするきっかけともなった山谷寺に遊び
48、ここで李






「蓮社図」 を制作した時期 （元豊三年一一月末～一二月末） とがほぼ重なることが確認される。また、黄庭堅は、翌元豊四年、新任地吉州より李沖元に「招隠寄李元中」 「龍眠操三章寄 元中」 詩を寄せ、彼の隠逸としての生活を称揚しており
51、すでに両者が親し






















禅院化 このような文脈からすれば決して不自然なものではないが、神宗が相当に強引な手段を講じてまで東林寺の禅院化を推し進めたのには明確な理由がある。それは、元豊三年こそが慧遠の七〇〇年忌にあたると考えられていたためであ 。東林寺や廬山の念仏結社内では、慧遠の示寂七〇〇年の後、肉身の大士が廬山に現れ、根本道場たる東林寺を改革すると 讖 （予言） がささやかれ いた
56。
この讖に従い、東林寺を改革する主導者として、馬祖道一の再来の呼び名も高い常総に白羽の矢が立った である。ここで神宗 常総を東林寺住持に推薦した人物 して、時 知洪州 （現在の江西省南昌市） ・王韶 （一〇三〇～一〇八一） 存在が挙げられ 。王韶は、王安石台頭後の宮廷政争に敗れ、こ 前年まで江州に閑居 、そ際臨済宗黄龍派 僧・祖心 （一〇二五～一一〇〇） に深く帰依しいる
57。彼は東林寺の新たな住持として最初祖心を推挙しようと考













治状況とも密接に関係する。この頃宋 西夏攻略 はかばかしい結果を出しておらず、軍事面での疲弊ははなはだしいものがあった。また朝廷内での新旧両法党の争いは熾烈 を増し、国内情勢も決して穏やかではない。前年の元豊二年七月には、旧法党官僚を多数巻き込む大筆禍事件「烏台詩案」
61が
発生。皇帝を誹謗した罪で投
獄された旧法党の思想的リーダー・蘇軾 （一〇三五～一一〇一） は、曹皇太后らの取りなしによりかろうじて死一等を減じられ、翌年元旦黄州 （現在の湖北省黄州市） に謫徙、詩案に関与した二九名の官僚も罰金・流刑に処され、他の旧法党員の多くも左遷・降格の憂き目に遭っている。黄庭堅が顕職 ある北京国子監教授を逐われ吉州転任を命ぜられたのも、彼が蘇軾に与す 旧法党 人士であっためである。　
このような状況下、 「名相の弊を愍れみ」 （ 『禅林僧宝伝』 巻二六） 、





て描かれたのが、 「蓮社図」である。先に挙げたように、 「蓮社図」成立の周辺には、制作者 李公麟、受託者である山隠居士の李沖元のほかに、黄庭堅 存在が想起されうる。黄庭堅は、その生地る分寧が、臨済宗の拠点であった黄龍山の近くであったこともあり若年より禅に親しみ、黄龍山主・慧南 （一〇〇二～一〇六九） 、そしてその法嗣である祖心に帰依していた
62。祖心は、東林寺改革の
立役者ともいえる王韶が帰依し、また王韶が当初東林寺改革の主導者として担ぎ出そうとした人物である。そして祖心が自らの代わりに東林寺の住持として推挙 常総は、祖心と同じく慧南より印可を得ている。つまり、黄庭堅と常総とは、その法系上、近いところに位置し のである。 して れば 東林寺は 彼の帰依する黄龍派へと改められたわけであり 彼自身 信仰に 極めて重要な意味を持つ事態として認識されたはずである。　
禅宗に対し深い理解を示す李公麟、李沖元の両者にとっても東林










































二尊者、相結為社、号廬山十八賢。時陳郡謝霊運、以才自負、少所推与。及来社中、見遠師、心悦誠服 為開池種白蓮 求預浄社。遠師以其心乱、拒而不納。陶潜時棄官居栗裡 每来社中 或時才至、便攢眉回去。遠師愛之、欲留不可得。道士陸修静、居簡寂観亦常来社中、与遠相善。遠自居東林、足不越虎渓 一日送陸道士忽行過渓、相持而笑。又嘗令人沽酒 引淵明来。故詩人有「愛陶長官酔兀兀、送陸道士行遅遅。沽酒過渓倶破戒 彼何人斯師如斯」 、又云「陶令酔多招不得 謝公心乱去還来」 者、皆其事也。　
此図初為人路、与清流激湍、縈帯曲折。逾石橋、渓迴路転、石


























 李公麟の伝記は『宋史』巻四四四・張澂『画録広遺』 ・ 『宣和画譜』巻七・
鄧椿『画継』 巻三・王称『東都事略』 巻一一六・夏文彦『図絵宝鑑』 などに記載される。また李公麟の家系・事跡についての研究に関しては以下を参考。
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楊仁愷 （編） 『遼寧省博物館蔵画集』 所収、文 出版社、一九六二年。
 
　





楊仁愷『国宝沉浮録』 人民出版社 一 九一年。
 
　
趙暁華「遼寧省博物館『白蓮社図』 作者考」 『文物』 一九九一年七期。
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道津綾乃氏は、前掲「白蓮社図の歴史」 中、 「元中記」 の以上の部分を、 『卍
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之士。遠師嘗送此二人 与語道合 不覚過之、因相与大笑。今世伝「三笑図」 、蓋起於此。41　『廬山記』 巻一 （大正蔵五一 ・ 一〇三○ｂ）42　陸游『入蜀記』 巻四
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滅七百年、当有肉身大士、革居道場。 』 今総公実応之矣。 」
 
　


































未曽有懽声動宮殿、 賜与甚厚。神宗悼仏法之微、 愍名相之弊、 始即相国為慧林・智海二刹、其命主僧、必自臻択之宿老、皆従風而靡。
 



















































































Li Gonglin’s Lotus Society Picture and its Contexts
Den TANAKA
Li Gonglin 李公麟 (1049-1106), one of the most eminent literati painters of the Northern Song 
Dynasty, painted the Lotus Society Picture (Lianshe tu 蓮社圖 ), which depicted the Buddhist activities of 
the Eighteen Worthies of the Lotus Society (Lianshe shiba xian 蓮社十八賢 ), and presented it to his cousin 
Li Chongyuan 李沖元 in late 1080. This paper analyzes the motives of Li Gonglin in executing this work by 
examining its cultural and religious context. 
The Eighteen Worthies were prominent Buddhist monks and laymen, whose leader was Huiyuan 
慧遠 (334-416), a patriarch of Donglin Monastery (Donglin si 東林寺 ) on Mount Lu (Lu shan 廬山 ). 
Documents and poetry about Mount Lu show that the legend of the Eighteen Worthies was established by 
the middle of the Tang dynasty, and their images were painted in a hall in Donglin Monastery by the 10th 
century. Other artists had depicted the Eighteen Worthies as well as other motifs found in the Lotus Society 
Picture previous to Li Gonglin’s time; therefore we may assume that when painting the Lotus Society Picture, 
Li Gonglin referred to those prior representations. 
Careful examination of the occurrences in 1080 when Li Gonglin painted the Lotus Society Picture 
reveals that the year was significant for both Li Gonglin and Donglin Monastery. Firstly, I examine the 
friendship between Li Gonglin and Huang Tingjian 黃庭堅 (1045-1105) during that year. In the autumn 
of 1080, Li Gonglin traveled to south China with Huang Tingjian to take up a government position in 
Nankangjun 南康軍 , located at the foot of Mount Lu. Because Huang Tingjian was familiar with anecdotes 
about Mount Lu, there is a strong possibility that Huang Tingjian helped Li Gonglin execute the Lotus 
Society Picture. 
Secondly, I focus on the drastic reform in Donglin Monastery. In 1080, Donglin Monastery was 
converted to the Huanglong lineage of Linji School (Linji zong Huanglong pai 臨濟宗黃龍派 ) by the order 
of Emperor Shenzong 神宗 (r. 1067-1085). The purpose of the conversion was to fulfill the prophecy of 
Huiyuan that Donglin Monastery would be reformed and the Lotus Society would be revived on the 700th 
anniversary of his death. Because both Li Gonglin and Li Chongyuan were learned in Chan Buddhism, and 
moreover, because Huang Tingjian embraced the Huanglong lineage of Linji School from his youth, the 
conversion of Donglin Monastery must have been celebratory for them. In conclusion, Li Gonglin executed 
Lotus Society Picture in order to celebrate the conversion of Donglin Monastery and the revival of the Lotus 
Society. 
